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れており、審議会、図会での改革案を阻ILす

る運動の経過報告をくながら、これらの集会

に本部および関西ブロック・北海道支部・埼

Ｔ県支部等から役員が多数参加され、本部に

寄せられたお便りも含めて紹介いたします。

デモ行進する代表だち

　

昭和59年の新年早々膠原病の私たちにとっ

ては最悪のニュースを耳にされたことと思い

ます。

　　

「結核・精神病・難病などの公費負担見直

し」のためのプロジェクトチームを近く厚生

省内に発足させろとのことでした。

　

厚生省は１月25日、社会保険審議会に対し

て、健保本人の給付率を61年から８割にしそ

れまでの間は９割とすることなどの医療保険

制度「改革」案を諮問しました。

　

厚生省は、22日頃にも同審議会から答申を

健保改悪反対の決起集会とデモ行進

東京駅～有楽町～日比谷公会堂迄

　

一全国患者・家族団体連絡会－

　

昨年12月24日（土）クリスマスイブの午後

１時より東京駅八亜洲口前の国鉄労働会館に

おいて「健保改悪に反対する全国決起集会」

が行われました。

　

この集会は「ゆたかな医療と福祉をめざす

全国患者・家族団体連絡会」が主催したもの

で北は北海道から南は鹿児島までの各県畑高

連から代表者が、20団体(223名）が参加して

の大規模なものでした。

　

膠原病友の会からは本部より寺山・森田・

八宗岡、埼玉県より野沢、北海道より長谷川、

関西ブロックより日比・脇・中東・神田が参

加しております。

　

集会は「患者から医療をうばう医療保険制

度の改悪に断固反対する」との決議文を拍手

で採択し閉会し、４時すぎからデモ行進とな

りクリスマスイブの街中を私たちはビラを手

渡しながら、行進しました。野沢雅代さんの

強皮症（21才）の手をみんなで気づかいなが

ら私たちはこの手の痛みを、全国の友の会の

得て、28日までに国会に提出する予定といわ

　　

代表としで堪えながら歩きました。
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大
雪
の
日

　

厚
生
省
へ

予
算
折
衝

渡部厚生大臣と面談

　

昭
和
5
9
年
度
国
家
予
算
の
人
蔵
原
案
が
、
１

月
2
0
日
に
内
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

私
た
ち
は
全
国
患
者
団
休
連
絡
協
議
会
と
全
国

難
病
団
体
辿
絡
協
議
会
の
代
表
者
が
一
緒
に
2
1

日
厚
牛
省
と
折
衝
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

1
9
日
の
大
言
の
上
に
再
び
大
雪
に
み
ま
わ
れ
た

東
京
で
の
行
動
は
全
身
を
流
れ
る
痛
み
に
苫
し

み
な
が
ら
の
１
］
で
し
た
。

　

参
加
者
は
寺
山
・
河
村
・
森
川
・
八
宗
岡
で

し
た
。

　

国
の
予
算
を
見
な
が
ら
防
衛
費
が
大
巾
に
増

額
さ
れ
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
の
税
金
や
医
療

関
係
費
は
戚
ら
さ
れ
る
の
を
感
じ
て
参
り
ま
し

た
。

　

で
も
参
加
者
全
員
が
大
臣
室
に
入
れ
て
頂
き

全
難
連
会
長
の
佐
藤
エ
ミ
子
さ
ん
の
説
明
を
渡

部
厚
生
大
臣
が
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
事
は

私
た
ち
の
な
ぐ
さ
め
と
な
り
ま
し
た
。
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三
月
十
三
日
に

　
　
　

国
会
請
願
が

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
「
署
名
」
を
３
月
1
3

日
に
国
会
請
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
の
中
で
の
詳
し
い
記
事
は
「
ゆ
た

か
な
医
療
と
柵
祉
を
め
ざ
す
全
国
患
者
・
家
族

胴
体
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
」
恥
６
よ
り
一
部
掲
絨

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

差
額
徴
収
を
公
然
と
認
知
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拡
大
へ

　

厚
生
省
が
社
会
保
険
審
議
会
に
諮
問
し
た
主

な
内
容
は
、
①
健
保
本
人
の
給
付
率
を
、
6
1
年

度
か
ら
８
割
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
９
割
と

す
る
②
高
額
医
療
費
を
健
保
本
人
に
も
適
用
す

る
と
同
時
に
、
自
己
負
担
限
度
額
を
現
行
の
５

万
１
千
円
か
ら
５
万
４
千
円
に
引
き
上
げ
る

　

（
低
所
得
者
は
外
来
３
万
９
千
円
、
入
院
３
万

円
）
⑧
高
度
の
医
療
を
提
供
す
る
と
認
め
ら
れ

る
医
療
機
関
等
（
「
特
定
承
認
医
療
機
関
」
）
で
療

養
を
受
け
た
と
き
や
、
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
、
特

別
の
治
療
材
料
を
患
者
の
選
択
に
よ
る
こ
と
が

適
当
と
し
て
厚
生
大
臣
が
定
め
る
療
養
を
受
け

た
と
き
に
療
養
費
を
支
給
す
る
④
標
準
報
酬
月

額
の
上
限
を
、
現
行
の
4
7
万
円
か
ら
7
1
万
円
に
、

下
限
を
現
行
３
万
円
か
ら
６
万
８
千
円
に
そ
れ

ぞ
れ
引
き
ト
。
げ
る
⑤
国
民
健
康
保
険
制
度
に
退

職
者
医
療
制
度
を
創
設
す
る
⑥
国
民
健
康
保
険

の
国
庫
柚
助
率
を
引
き
下
げ
る
な
ど
で
、
７
月

１
日
か
ら
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
の
当
初
案
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　

「
入
院
時
給
食
費
の
一
部
患
者
負
担
≒
ビ
タ
ミ

ン
剤
、
感
冒
剤
の
保
険
給
付
除
外
」
な
ど
は
見

送
ら
れ
ま
し
た
が
、
新
た
に
③
の
よ
う
な
「
高

度
な
医
療
≒
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、

療
養
昔
の
支
給
と
い
う
形
で
一
部
を
保
険
給
付

す
る
と
し
な
が
ら
、
差
額
徴
収
を
公
然
と
認
め

拡
大
し
て
い
く
方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
金
持
ち
は
高
度
な

先
進
的
な
医
療
や
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
、
材
料
の

提
供
を
受
け
ら
れ
て
も
、
お
金
の
出
世
な
い
者

は
必
要
な
治
療
で
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
医

療
の
場
に
貧
富
の
差
に
よ
る
不
公
平
が
公
然
と

持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の

諮
問
案
も
、
す
べ
て
患
者
・
国
民
負
担
を
強
化
し
、

給
付
内
容
を
切
り
下
げ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
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ｌ
ｆ
ｌ
川
口
Ｈ
Ｊ
Ｉ
受
診
抑
制
を
ね
ら
い
医
療
差
別
を
Ｉ

圓
声
簡
明
圓
託
釘
Ｕ
賤
弱

　

厚
生
竹
は
１
月
2
5
日
‥
、
多
く
の
患
昔
・
家
族
、

国
民
の
強
い
反
対
の
声
を
無
視
し
て
、
医
療
保

険
制
度
の
「
改
革
」
案
な
る
も
の
を
社
会
保
険

審
議
会
、
社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
諮
問
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
呼
生
竹
が
８
月
に
医
療
保
険
制

度
の
大
改
悪
案
を
発
表
し
た
直
後
、
こ
の
改
悪

案
が
「
国
民
・
患
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
、
国
民
、
患
だ
の
生
活
を
圧
迫

す
る
」
も
の
と
し
て
断
囚
反
対
の
心
志
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
後
も
、
厚
生
大
臣
へ
の
公
川

質
問
状
、
厚
生
省
交
渉
、
厚
生
省
座
り
込
み
、

全
国
的
署
名
運
動
、
街
頭
署
名
、
決
起
集
会
、

デ
モ
行
進
な
ど
、
冶
療
に
専
念
す
べ
き
心
者
の

川
体
と
し
て
は
児
例
の
決
意
と
態
度
で
身
休
を

は
っ
て
運
動
を
す
す
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
患
者
・
国
民
の
強
い
反
対
も
あ
っ

て
政
府
は
、
厚
生
省
当
初
案
の
大
幅
な
丁
直
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
諮
問
案
は
、

改
悪
の
中
心
を
な
す
被
川
者
保
険
本
人
の
給
付

率
を
、
当
而
９
割
と
し
つ
つ
も
6
1
年
度
か
ら
８

割
に
す
る
考
え
は
全
く
撤
回
し
て
い
な
い
。
さ

ら
に
諮
問
案
は
、
「
高
度
医
療
、
特
別
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
」
と
称
し
て
、
差
額
徴
収
を
認
知
、
拡

大
し
、
自
由
診
療
に
道
を
開
く
、
当
初
案
に
は

全
く
な
か
っ
た
考
え
方
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

私
た
ち
心
者
は
、
ど
の
よ
う
な
力
法
に
し
ろ
、

患
者
・
国
民
へ
の
負
担
強
化
に
よ
っ
て
受
診
を

抑
制
し
、
健
康
の
保
持
、
増
進
を
妨
げ
る
厚
生

省
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
6
0
年
近
く
に
わ
た
っ
て
続
き
、

わ
が
国
の
医
療
保
険
制
度
の
中
で
定
石
し
て
き

た
被
用
者
保
険
本
人
の
1
0
割
給
付
を
廃
止
す
る

こ
と
は
絶
対
容
認
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
「
高
度
医
療
の
提
供
≒
特
別
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
な
る
も
の
は
、
明
ら
か
に
医
療
の

場
に
貧
富
の
差
に
よ
る
差
別
を
持
ち
込
む
も
の

で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
間
は
、
最
新
の
医
学
技

術
の
成
果
を
、
貧
富
の
差
な
く
公
平
に
受
け
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
問
的
に
評
価
の
定

ま
っ
た
医
療
技
術
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
保
険
給
付
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
私

た
ち
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
室
料
な
ど
差
額
徴

収
の
撤
廃
を
求
め
て
き
た
。
し
か
る
に
、
諮
問

案
は
、
こ
の
国
民
的
要
求
に
逆
行
し
、
差
額
徴

収
を
公
然
と
認
め
る
だ
け
で
な
く
拡
大
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
諮
問
案
が
、
医
簾
保
険
制

度
の
真
の
「
改
依
」
と
は
全
く
無
縁
の
も
の
と

考
え
る
。

　

私
た
ち
は
、
厚
生
省
が
、
こ
れ
ら
の
案
を
撤

回
す
る
と
と
も
に
、
。
１
　
防
給
付
、
保
健
給
付
の

実
施
や
被
用
者
保
険
家
族
、
国
保
の
給
付
率
の

改
善
な
ど
、
国
民
・
患
者
が
安
心
し
て
健
康
を

守
り
冶
療
に
専
念
で
き
る
医
療
保
険
制
度
の
真

の
改
革
を
行
う
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
保
険
制
度
の
肖
の
改
値
を

願
う
多
く
の
国
民
と
と
も
に
、
厚
生
省
案
の
全

面
撤
回
を
求
め
て
引
続
き
運
動
を
す
す
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
］
年
２
月
1
0
日

　
　

ゆ
た
か
な
仄
簾
と
福
祉
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　

全
国
患
者
・
家
族
団
体
連
絡
会
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全
難
連
の
う
ご
き

し＿.､j

　

5
9
年
度
厚
生
省
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
関
連
し
て

　

5
9
年
度
厚
生
省
予
算
は
、
九
兆
二
千
四
百
九

十
一
億
四
千
百
万
円
（
九
兆
六
百
二
十
四
億
六

千
八
亘
力
）
で
伸
び
率
一
〇
二
％
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
私
た
ち
に
関
連
あ
る
も
の

と
し
て
、
特
定
疾
患
調
査
研
究
費
が
前
年
度
と

同
額
、
冶
療
研
究
対
象
が
復
活
で
二
十
五
よ
り

一
。
一
十
六
と
一
疾
病
増
と
な
り
、
か
ろ
う
じ
て
前

進
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

又
、
年
金
も
厚
生
年
金
が
四
月
か
ら
国
民
年

金
が
五
月
か
ら
夫
々
２
％
ア
と
フ
、
老
令
、
障

害
福
祉
年
金
も
六
月
か
ら
次
の
よ
う
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

老
令
年
金

　

二
五
、
一
〇
〇
円
－
ニ
丘
、
六
〇
〇
円

障
害
年
全

一
級
地
三
ヒ
、
七
〇
〇
円
－
三
八
、
四
〇
〇
円

二
級
地
二
五
、
一
〇
〇
円
－
ニ
圧
、
六
〇
〇
円

　

更
に
一
番
問
題
と
な
っ
て
い
た
事
後
重
症
制

度
（
発
病
か
ら
五
年
以
上
経
過
す
る
と
年
金
か

貰
え
な
い
）
が
、
今
年
の
八
月
か
ら
撤
廃
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
他
、
障
害
者
の
福
祉
手
当
は

六
月
か
ら
Ｉ
〇
、
五
五
〇
円
か
Ｉ
〇
、
八
〇
〇

円
に
な
り
ま
す
。

　

又
、
重
度
障
害
者
手
当
が
創
設
さ
れ
、
月
額

二
万
が
6
1
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改

正
に
つ
い
て
は
、
対
象
範
囲
の
拡
人
の
中
に
、

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
造
設
者
で
、
日
常
生
活

に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
も
の
を
取
入
れ
る
と

い
う
の
が
大
り
ま
し
た
。
実
施
は
5
9
年
1
0
月
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
生
活
保
護
費
い
］
％
の
引
ヒ
げ
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
も
、
一
級
三
万
七
千
七
百
円

か
三
万
八
千
四
百
円
、
二
級
二
万
五
千
百
円
か

二
万
五
千
六
。
白
円
に
六
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
予
算
書
全
般
を
見
渡
す
時
、
こ
う

し
た
プ
ラ
ス
財
源
の
殆
ん
ど
が
健
康
保
険
改
正

に
よ
る
、
自
己
負
担
導
入
に
よ
り
、
浮
い
た
も

の
で
賄
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
6
1
年
を
目
標
に
、
今

回
ま
ぬ
が
れ
た
夫
々
の
手
当
等
に
は
、
所
得
制

限
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
健
康
保
険

の
本
人
二
割
負
担
他
、
目
白
押
し
に
、
私
達
に

と
っ
て
大
変
厳
し
い
改
悪
案
が
並
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
5
9
年
度
難
病
対
策
予
算

　
　

（
括
弧
内
は
前
年
度
予
算
．
単
位
百
万
円
）

難
病
対
策
六
二
、
〇
六
．
几
（
．
瓦
八
、
九
八
二
）

Ｉ
凋
査
研
究
の
推
進
二
、
三
一
七
（
変
ら
ず
）

　
　

イ
特
定
疾
患
調
査
研
究
曹

　

一
、
三
八
七

　
　

口
身
体
障
害
者
研
究
費

　
　
　

五
三
〇

　
　

八
神
経
疾
患
研
究
委
託
費

　
　

四
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

斤
四
、
六
二
七

２
医
療
対
策
の
拡
充

　
　

（
五
べ
二
三
九
）

　
　

イ
特
定
疾
患
冶
療
研
究
費

　

四
、
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
、
七
七
こ

　
　
　

対
象
疾
患

　

二
五
疾
患
－
二
六
疾
患

　
　

口
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
費

　
　
　
　

対
象
範
囲
の
拡
大

　

四
、
五
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
、
三
七
一
こ

　
　

ハ
育
成
医
療

　

一
、
二
九
〇
（
Ｔ
号
一
八
）

　
　

ニ
更
生
医
療

　

一
一
、
九
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
九
、
一
コ
ニ
）

ホ
重
症
心
身
障
害
児

(者)
措
置
賢

　
　
　
　
　
　

二
九
、
七
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
九
、
七
七
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

へ
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
措
置
費

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

　
　
　
　
　
　

二
、
八
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
、
七
七
〇
）

５－-



３
医
療
機
関
の
整
備

　

五
、
】
○
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
、
四
一
五
）

　

イ
神
経
セ
ン
タ
ー
経
費
九
瓦
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
九
五
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

口
重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
屁
九
（
．
几
八
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

ハ
進
行
性
筋
萎
縮
寵
児
者
施
設
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
三
（
九
五
三
）

ニ
医
療
機
器
整
備
費
九
六
二

ホ
難
病
病
床
等

寄稿
¬

一

二

　
　

（
一
、
．
．
．
．
こ
ハ
）

一
、
七
三
〇

　
　

二
、
六
九
〇
）

う
変
わ
る
障
害
年
金
」

読
売
新
聞
記
者

　

小
野
田

　

満

　

雄

　
　
　

は

　

じ

　

め

　

に

　

六
十
一
年
四
月
か
ら
、
厚
生
、
国
民
の
こ
っ

の
、
年
金
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
公

的
年
金
史
上
、
初
め
て
の
大
改
正
と
言
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。
改
医
案
の
中
で
。
最
も
人
き

な
朗
報
は
、
障
害
年
金
の
改
善
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

雛病対策課長と面談する代表者

で
、
低
額
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
障
害
福
祉
年
金

に
、
や
っ
と
光
が
当
て
ら
れ
、
一
人
前
の
年
金

と
し
て
、
障
Ｉ
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
こ
れ
が
朗
報
の
第
一
点
で
す
。

も
う
一
点
は
、
厚
生
年
金
の
障
害
年
金
に
設
け

ら
れ
て
い
た
「
嘔
後
屯
症
制
度
」
が
撤
廃
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
筆
者
も
以
前
か

ら
、
悪
法
の
一
つ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
事
後

重
症
制
度
に
つ
い
て
は
詳
し
く
後
述
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、

障
害
者
に
な
っ
た
ら
、
障
害
年
金
を
も
ら
え
る

か
ど
う
か
を
、
役
所
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

所
得
喪
失
補
う
公
的
保
障

　

ど
の
よ
う
に
年
金
の
中
身
が
変
わ
る
の
か
、

そ
れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
は
現
行

の
障
害
年
金
の
仕
組
み
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
前
に
ち
ょ
っ
と
…
…

　

障
害
年
金
は
、
傷
病
に
よ
っ
て
、
働
け
な
く

な
っ
た
り
、
仕
事
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ

た
川
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
働
け
な
く
な
れ
ば
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
所
得
は
失
な
わ
れ
ま
す
。

年
金
は
、
所
得
の
喪
失
を
補
な
う
公
的
保
障
で

す
か
ら
、
何
か
の
事
由
に
よ
っ
て
所
得
を
失
な

え
ば
、
あ
な
た
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
か

ら
、
何
ら
か
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
で
す
。

年
老
い
て
、
現
役
を
退
け
ば
、
所
得
が
失
な
わ

れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
に
は
老
齢
年
金
が
出
ま

す
。
夫
に
万
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん

所
得
が
途
絶
え
ま
す
か
ら
、
や
は
り
、
遺
族
に

遺
族
年
金
や
母
子
年
金
が
出
る
の
で
す
。
障
害

年
金
も
同
じ
で
す
。

　

た
だ
、
障
害
年
金
は
、
そ
の
語
感
か
ら
、
手
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足
を
失
っ
た
場
合
と
か
、
交
通
事
故
な
ど
で
頭

部
を
強
打
し
て
寝
た
切
り
に
な
っ
た
と
か
、
い

わ
ゆ
る
身
体
の
外
部
に
受
け
た
傷
に
よ
っ
て
働

け
な
く
な
っ
た
場
合
を
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
の
病
気
、
内

臓
の
病
気
、
原
因
不
明
の
病
気
も
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
に
支
障
を
来

し
、
働
け
な
く
な
れ
ば
、
障
害
年
金
の
対
象
と

な
る
の
で
す
。
会
社
勤
め
の
男
性
に
限
ら
ず
、

家
事
専
業
の
主
婦
だ
っ
て
、
傷
病
に
よ
っ
て
働

け
な
く
な
れ
ば
、
や
は
り
障
害
年
金
は
出
ま
す
。

主
婦
業
だ
っ
て
立
派
な
職
業
な
の
で
す
か
ら
。

障
害
年
金
と
い
う
よ
り
、
傷
病
年
金
と
考
え
れ

ば
、
外
傷
だ
け
が
対
象
で
は
な
い
、
と
理
解
で

き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

本
題
に
入
る
前
に
も
う
一
つ
。
年
金
は
、
ど

の
年
金
を
も
ら
う
に
し
ろ
、
あ
く
ま
で
も
当
の

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
「
果
報
は
寝
て
待
で
」

で
は
そ
れ
こ
そ
、
一
生
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
役
所
か
ら
「
も
ら
え
ま
す
か

ら
、
手
続
き
し
て
下
さ
い
」
と
は
、
決
し
て
言
っ

て
は
来
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
自
ら
役
所
に
出
向

い
て
手
続
き
し
て
、
初
め
て
権
利
が
生
れ
る
の

で
す
。
せ
っ
か
く
の
権
利
の
上
に
、
ま
だ
眠
っ

て
い
る
方
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
本
旨
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　

受
給
資
格
は
。

　

ま
ず
は
厚
生
年
金
の
障
害
年
金
か
ら
。
こ
れ

を
受
け
る
に
は
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
が
、
在
職

中
、
つ
ま
り
、
厚
生
年
金
に
加
人
中
で
起
き
た

そ
れ
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
原
因
が
、
業
務

上
で
あ
ろ
う
が
、
業
務
外
で
あ
ろ
う
が
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
に
加
入
中
と
い
っ
て
も
、

会
社
に
勤
め
て
一
か
月
で
け
が
、
と
い
う
ヶ
－

ス
で
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
医
者
の
診

療
を
受
け
た
口
（
こ
れ
を
初
診
日
と
い
い
ま
す
）

ま
で
に
、
加
入
期
間
が
六
か
月
以
上
あ
る
か
、

ま
た
は
他
の
年
金
制
度
（
例
え
ば
国
民
年
金
と

か
共
済
年
金
と
か
）
の
加
入
期
間
と
合
わ
せ
て

同
じ
く
六
か
月
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
在
職
中
と
い
う
こ
と
が

肝
心
で
す
。

　

事
後
重
症
制
度
の
廃
止

　

障
害
の
程
度
は
一
級
、
二
級
ご
二
級
の
三
段

階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
判
定
は
医
者
が

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
筆
者
に
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
大
ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、
一
級
は
全
く

働
け
な
い
ケ
ー
ス
、
二
級
、
三
級
は
仕
事
上
、

か
な
り
の
支
障
か
お
る
状
態
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
障
害
の
程
度
は
、
初
診
目
か
ら
一
年
六

か
月
を
過
ぎ
た
時
点
の
状
態
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
手
足
を
失
っ
た
時
な
ど
に
は
、
一
年
六

か
月
後
を
待
だ
な
く
て
も
、
失
っ
た
時
が
、
即
、

状
態
が
固
定
し
た
時
で
す
か
ら
、
そ
の
時
点

　

（
も
ち
ろ
ん
、
傷
が
冶
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す

が
）
で
判
定
さ
れ
ま
す
。
症
状
が
固
定
し
た
り
、

治
療
の
効
果
が
も
う
期
待
で
き
な
い
病
気
や
け

が
と
判
定
さ
れ
た
日
を
障
害
認
定
日
と
い
い
ま

す
。

　

で
は
、
一
年
半
の
障
害
認
定
日
の
時
点
で
は
、

障
害
年
金
を
受
け
る
ほ
ど
、
傷
病
が
悪
く
な
く
、

働
く
こ
と
も
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
傷

病
が
悪
化
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

人
達
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
一
年
半
を
過

ぎ
た
か
ら
、
も
う
ダ
メ
、
と
い
う
の
で
は
、
あ

ま
り
に
も
杓
子
定
規
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
初

診
日
か
ら
五
年
以
内
に
症
状
が
悪
化
し
て
、
一

級
、
二
級
、
三
級
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
の
期
間
内
に
手
続
し
て
障
害
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
事
後
重
症
制
度

７－
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で
す
。
こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
一
日
も
早

く
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
、

請
求
を
し
た
そ
の
口
か
ら
受
給
権
が
発
生
す
る

か
ら
で
す
。
一
日
で
も
遅
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

も
ら
う
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　

五
年
の
猶
予
期
間
か
お
る
と
い
っ
て
も
、
ま

だ
疑
問
が
残
り
ま
す
。
五
年
を
過
ぎ
て
か
ら
悪

化
す
る
大
だ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
難
病

で
苦
し
ん
で
い
る
人
達
こ
そ
、
こ
の
現
行
制
度

を
う
ら
め
し
く
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
人
達
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
急
に

状
態
が
悪
く
な
る
と
は
限
ら
ず
、
徐
々
に
病
状

が
進
む
か
ら
で
す
。
保
険
料
を
納
め
て
い
る
の

に
障
害
年
金
が
も
ら
え
な
い
、
こ
ん
な
バ
カ
な

話
が
あ
っ
て
い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
は
撤
廃
さ
れ
て
、
自
分
の
老
齢
年

金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
六
十
五
才
ま
で
は
、

い
つ
で
も
障
害
年
金
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
（
こ
の
制
度
の
改
正
は
今
年
八
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
）
大
き
な
朗
報
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
現
行
の
制
度
で
は
○
障
害
年

金
の
受
給
要
件
に
合
わ
ず
、
も
ら
え
な
く
な
っ

て
い
る
人
に
も
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
す
る
よ

う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
あ

き
ら
め
ず
に
今
後
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
の
動
き

に
注
意
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

き
め
細
さ
を
欠
く
国
民
年
金

　

次
は
国
民
年
金
で
す
。
受
給
要
件
と
し
て
は
、

初
診
日
が
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
で
あ
る
こ

と
、
初
診
日
ま
で
に
、
最
低
で
も
一
年
以
上

　

（
他
の
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
っ
て
も
い
い
）

の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で

す
。
そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
は
厚
生
年
金
と
同
じ

で
す
。
｝
つ
違
う
の
は
、
厚
生
年
金
は
Ｉ
～
三

級
ま
で
と
、
障
害
の
程
度
が
細
か
く
分
か
れ
て

い
る
の
に
、
国
民
年
金
の
方
は
一
級
と
二
級
し

か
な
い
こ
と
で
す
。
改
正
案
で
も
、
こ
の
等
級

は
現
行
通
り
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
書
い
て
き
た
の
は
現
行
制
度
で
す
。

障
害
年
金
は
、
難
解
な
ネ
ン
キ
ン
の
中
で
も
、

特
に
複
雑
で
、
ま
だ
ま
だ
底
が
深
く
て
、
書
き

尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
私

の
記
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
役
所
に
足
を

運
ぶ
人
が
一
人
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
だ
ら

そ
れ
で
記
事
の
役
目
を
果
た
せ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
も
ら
え

な
い
だ
ろ
う
、
な
ん
て
自
分
一
人
で
勝
手
に
思

案
し
な
い
で
、
ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。

ダ
メ
で
も
と
も
と
の
精
神
で
行
か
な
く
っ
ち
ゃ
Ｉ
・

　

ど
う
変
る
改
正
案

　

さ
て
、
改
正
案
は
ど
う
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。

ガ
ラ
リ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の

方
か
ら
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
と
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
も
、
任
意
加
入
者

　

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
）
も
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
、
も

ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
ウ
ー
マ
ン
も
、
今
度
は
だ

れ
も
が
国
民
年
金
の
基
礎
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

そ
し
て
、
障
害
者
に
な
っ
た
ら
受
け
ら
れ
る
の

が
障
害
基
礎
年
金
で
す
。
基
礎
年
金
に
は
、
二

十
歳
以
上
の
人
は
全
員
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
で
は
、
二
十
歳
前
に
障
害
者
に

な
っ
た
人
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
現
行
で

は
、
こ
の
人
達
に
は
障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
は
納
め
ず
、
全
額
、
国

庫
負
担
な
の
で
、
受
給
額
は
、
き
わ
め
て
低
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
正
案
で
は
。
障
害
福
祉
年
金
も
障
害
基
礎

年
金
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
二
十
歳
前

で
あ
ろ
う
が
、
二
十
歳
以
後
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
障
害
の
程
度
が
一
級
な
ら
年
額
で
七
十
五
万

８－-



円
、
二
級
だ
と
六
十
万
円
に
な
り
ま
す
。
現
行

の
国
民
年
金
の
障
害
年
金
に
は
、
十
八
歳
未
満

の
子
供
が
い
て
も
、
そ
の
子
に
対
す
る
加
算
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
度
は
、
子
が
一
人
い
れ
ば

ト
八
万
円
、
一
一
入
な
ら
三
十
六
万
円
、
三
人
な

ら
四
十
二
万
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。
こ
の
額

は
、
五
十
九
年
度
価
格
で
す
か
ら
物
価
に
ス
ラ

イ
ド
し
て
毎
年
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
き
ま
す
。
障
害

福
祉
年
金
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

今
度
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る
制
限
は
撤

廃
さ
れ
て
、
本
人
の
所
得
が
あ
る
一
定
以
上
の

場
合
だ
け
支
給
が
停
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
障
害
福
祉
年
金
の
障
害
年
金
へ
の
格
～
げ

は
、
す
で
に
障
害
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

大
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
受
給
額
が
人
幅
に
ア
。

プ
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

先
に
示
し
た
額
は
、
だ
れ
で
も
一
律
に
同
額

で
す
。
加
入
期
間
の
長
短
に
よ
っ
て
、
受
給
額

に
差
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
営
業
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
、

基
礎
年
金
に
し
か
加
入
し
な
い
人
達
は
、
障
害

者
に
な
っ
た
ら
、
も
ら
え
る
の
は
、
以
上
の
障

害
基
礎
年
金
だ
け
で
す
。
で
は
、
厚
生
年
金
に

も
加
入
し
て
い
る
人
達
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

障
害
の
程
度
と
年
金
額

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
う
人
達
も
障
害
基
礎
年

金
は
も
ら
え
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
厚
生
年
金
の
方
か
ら
も
、
障
害
厚

生
年
金
が
同
時
に
出
る
の
で
す
。

　

障
害
厚
生
年
金
に
は
、
一
級
、
二
級
、
三
級

が
あ
り
ま
す
。
】
級
は
平
均
標
準
報
酬
月
額
に

Ｏ
・
7
5
％
を
掛
け
、
さ
ら
に
加
入
期
間
と

１
・
2
5
倍
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。
平
均
標
準
報

酬
月
額
と
は
、
在
職
期
間
中
の
給
料
の
平
均
額

の
こ
と
で
す
。
１
・
2
5
倍
す
る
の
は
、
一
級
は

特
に
障
害
の
程
度
が
重
い
の
で
、
受
給
額
を
二

級
よ
り
も
2
5
％
増
し
に
し
て
く
れ
る
た
め
で
す
。

加
入
期
間
が
短
い
時
に
障
害
者
に
な
っ
た
時
に

は
、
受
給
額
が
き
わ
め
て
低
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
加
入
期
間
が
二
十
五
年
に
満
た

な
い
時
に
は
、
二
十
五
年
加
入
し
た
も
の
と
し

て
計
算
し
て
く
れ
ま
す
。

　

二
級
は
2
5
％
増
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
算

式
で
は
そ
れ
を
除
け
ば
一
級
と
同
じ
で
す
。
三

級
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
三
級
の
場
合
は
、
先

の
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
基
礎

年
金
に
加
入
し
て
い
て
も
ダ
メ
な
の
で
す
。
こ

の
人
達
は
障
害
厚
生
年
金
だ
け
し
か
も
ら
え
ま

せ
ん
。

　

一
級
と
二
級
を
受
け
て
い
る
人
に
、
配
偶
者

が
い
れ
ば
、
年
に
十
八
万
円
の
加
給
年
金
が
別

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

お

　

わ

　

り

　

に

　

以
ト
が
障
害
年
金
の
概
説
で
す
。
お
分
か
り

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
書
い
た
の

は
ご
く
ご
く
一
部
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
細
か

い
規
定
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、
も
し
思
い

あ
た
る
ふ
し
が
あ
っ
た
ら
、
最
寄
り
の
役
所
か

社
会
保
険
事
務
所
で
相
談
な
さ
っ
て
み
て
下
さ

へ
○
ｙ
Ｖ

（
全
難
連
会
報
既
4
7
よ
り
転
載
）
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全
難
連
報
告

　
　

厚
生
省
、
社
保
審
・
制
度
審
の
答
申
を
受
け

　
　
　
　

健
保
法
改
正
案
を
国
会
へ
提
出

　

厚
生
省
は
、
医
療
保
険
制
度
の
改
革
案
に
つ

い
て
二
月
二
十
二
日
に
社
会
保
険
審
議
会
か
ら
、

続
い
て
二
十
三
日
に
社
会
保
障
制
度
審
議
会
か

ら
答
申
を
受
け
る
と
、
ほ
ぼ
諮
問
案
通
り
の
法

案
を
作
成
し
、
翌
二
十
四
日
の
閣
議
了
承
を
得

て
、
二
十
七
日
国
会
に
提
出
し
た
。

　

法
案
と
諮
問
案
の
違
い
は
①
療
養
昔
払
い
が

認
め
ら
れ
る
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機

関
を
、
諮
問
案
で
は
「
特
定
承
認
医
療
機
関
」

と
呼
ん
で
い
た
が
、
保
険
医
療
と
全
く
別
種
の

医
療
機
関
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ

き
り
示
す
た
め
に
「
特
定
承
認
保
険
医
療
機
関
」

と
改
め
た
こ
と
②
保
険
医
療
機
関
等
に
関
す
る

事
項
に
「
医
師
等
が
単
独
で
開
設
す
る
診
療
所

等
に
お
け
る
保
険
医
等
の
登
録
が
な
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
都
道
府
県
知
事
が
保
険
医
療

機
関
の
指
定
が
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
る
と
き
に
は
、
指
定
が
あ
っ
た
と
は

み
な
さ
な
い
と
す
る
こ
と
」
の
一
項
が
加
わ
っ

た
こ
と
⑧
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
拠
出

者
側
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
新
し
く

　

「
厚
生
大
臣
は
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
拠

出
金
等
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
こ
と
」

と
い
う
項
目
が
入
っ
た
こ
と
ｉ
な
ど
で
あ
る
。

　

二
十
二
日
に
出
さ
れ
た
社
会
保
険
審
議
会
の

答
申
は
、
被
保
険
者
、
事
業
主
、
医
療
の
各
側

代
表
委
員
の
意
見
が
異
な
り
、
諮
問
案
の
具
体

的
事
項
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
を
併
記
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
が
、
総
論
と
し
て
は
「
本
格

的
な
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
中
長
期
の
観
点
に

立
っ
て
、
医
療
費
を
適
正
な
水
準
に
と
ど
め
る

と
と
も
に
、
制
度
間
の
給
付
と
負
担
の
公
平
化

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
医

療
保
険
制
度
の
基
盤
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
は
、
社
会
的
な
要
請
と
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
「
医
療
保
険
制
度
を
改
革

し
、
医
療
費
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
健

康
づ
く
り
運
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
薬
価
・
医
療
費
の
適
正
化
、
疾
病
予
防
・

早
期
診
断
か
ら
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
至
る
施
策
の
充
実
強
化
、
地
域
医
療
供
給

体
制
の
効
率
的
整
備
、
福
祉
施
策
や
年
金
・
雇

用
・
住
宅
等
の
関
連
諸
制
度
の
改
善
な
ど
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
政
府
一
体
と
な
っ
て
対
策
が

進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
中
長
期
的
な
展
望
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
に
も
拘
ら
ず
、
今
回
の
改
正
案
を
み
る
と
、

な
お
、
そ
の
展
望
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
」

と
、
諮
問
案
全
体
に
対
す
る
不
満
の
意
を
表
明

し
て
い
る
。

　

一
方
、
社
会
保
障
制
度
審
議
会
も
「
今
回
の

改
正
は
、
近
年
に
お
け
る
著
し
い
医
療
費
の
増

加
傾
向
と
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
が
、
財
政
対
策
に
と
ら
わ
れ
る
あ
ま
り

保
険
財
政
に
お
け
る
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
の
み
に

こ
だ
わ
っ
た
感
が
あ
り
、
医
療
保
険
本
来
の
趣

旨
に
照
ら
し
た
検
討
が
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ

れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
［
本
審
議
会
は
こ
れ
ま
で
、
今
］
の
医
療
保

険
制
度
に
お
け
る
問
題
の
根
本
的
原
因
は
、
医

療
に
関
す
る
諸
々
の
体
制
の
整
備
、
合
理
化
を

怠
っ
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら

基
本
的
諸
問
題
の
改
革
に
つ
い
て
の
方
向
を
示

し
、
い
く
た
び
か
対
策
を
求
め
て
き
た
が
、
政

10－
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府
は
総
合
的
展
望
を
樹
立
し
な
い
ま
ま
推
移
し
、

そ
し
て
、
今
回
の
改
正
に
当
た
っ
て
も
そ
の
点

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
今
回
の

改
正
は
、
給
付
内
容
の
見
直
し
を
始
め
医
療
費

払
い
の
拡
大
な
ど
国
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
内
容
を
含
む
だ
け
に
、
改

革
を
す
す
め
る
た
め
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
国
民
の
理
解
と
納
得
を
得
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。
続
い
て

主
要
な
改
正
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　

１

　

被
用
者
本
人
の
一
部
負
担
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
は
否
定
し
な
い
が
、
今
回
の
諮
問
に

お
け
る
一
部
負
担
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重

な
取
扱
い
が
望
ま
れ
る
。
必
要
な
受
診
が
抑
制

さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、
低
所
得
者

に
対
す
る
各
般
の
対
策
が
並
行
し
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

　

２

　

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
工
夫
の

跡
か
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
拠

出
者
側
の
意
向
が
反
映
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

３

　

口
雇
健
保
の
廃
働
に
つ
い
て
は
累
積
赤

字
の
取
扱
い
な
ど
十
分
な
財
政
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

４

　

石
人
未
満
事
業
所
等
の
被
用
者
に
つ
い

て
は
、
健
康
保
険
へ
の
強
制
加
入
を
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
。

全
国
決
起
集
会
に

　
　
　
　

参
加
し
て

大
阪
市

　

中
東
和
江

　

寒
さ
き
び
し
い
折
柄
皆
様
お
変
り
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。

　
　

「
健
保
改
悪
に
反
対
す
る
令
国
決
起
集
会
」

に
人
阪
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
私
は
、

あ
の
様
な
大
会
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
、

会
場
で
本
部
の
寺
山
さ
ん
の
お
顔
が
見
え
ま
し

た
時
に
は
、
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
又
、
せ
っ
か
く
の
日
曜
日
で
し
た
の

に
役
員
の
み
な
さ
ま
に
は
本
部
事
務
局
の
分
室

に
関
西
ブ
ロ
。
ク
よ
り
参
加
い
た
し
ま
し
た
私

た
ち
の
た
め
に
お
招
き
頂
き
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
下
さ

い
ま
せ
。

京
都
市

　

脇

　

靖
子

　

今
年
の
冬
は
寒
さ
が
き
び
し
い
毎
日
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
東
京
へ
行
く
こ

と
に
な
り
、
初
め
て
デ
モ
行
進
な
る
も
の
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
二
万
五
目
に
は
友
の
会
の
分
室
を
訪
問
で

き
楽
し
い
数
時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

だ
け
ど
、
主
婦
に
と
っ
て
は
と
て
も
忙
し
い

年
末
に
「
健
保
改
悪
に
反
対
す
る
全
国
決
起
集

会
」
に
多
く
の
役
員
が
私
と
一
緒
に
全
国
支
部

か
ら
参
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
問

題
で
あ
る
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
共
、
本
部
お
よ
び
支
部
は
協
力
し
合
っ

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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大
津
市

　

日
比
小
百
合

　

寒
さ
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
私
ど
も
に

は
、
過
し
づ
ら
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
先
日
は
年
末
の
ご
多
忙
の
な
か
、
し

か
も
日
曜
日
で
も
あ
り
ま
す
の
に
皆
様
に
出
て

き
て
い
た
だ
き
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

あ
ん
な
に
も
親
し
く
、
し
か
も
、
内
輪
の
お

話
を
こ
ん
な
私
な
ど
に
快
く
し
て
下
さ
り
、
と

て
も
嬉
し
く
思
わ
せ
て
い
た
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
た
だ
の
話
し
と
し
て
受
け
取

る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
関
西
ブ
ロ
。
ク
の
活

動
に
生
か
し
、
反
映
さ
せ
て
い
か
ね
ば
と
い
う

思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
一
人
の
中
に
留
め
る
に
は
あ
ま
り
に
も
も
っ

た
い
な
い
中
身
の
濃
い
お
話
し
で
し
た
か
ら
。

　

こ
の
私
は
関
西
ブ
ロ
。
ク
の
役
員
と
し
て
活

動
し
だ
し
て
ま
だ
一
年
半
と
い
う
ひ
よ
っ
子
。

こ
の
性
格
の
せ
い
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
は
か

な
り
中
心
的
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
巾
を
き

か
せ
て
い
る
よ
う
で
皆
さ
ん
か
ら
も
可
愛
い
か
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
私
、
歴
史
も
浅
く
年
令
も
三
十
才
に
近

い
と
は
い
え
、
若
輩
で
す
。
独
身
（
か
つ
て
は

土
婦
で
し
た
が
・
…
）
で
自
由
に
な
る
時
間
と
少

し
ば
か
り
の
お
金
も
。
そ
し
て
働
け
る
体
と
い

う
こ
と
で
何
か
に
つ
け
駆
出
さ
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
。
今
回
も
た
だ
。
菊
池
さ
ん
や
松
林
さ

ん
に
く
っ
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
え
る
な
ら

と
参
加
し
た
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
人
と
も
都
合
が
悪
く
な
り
、
結

果
と
し
て
急
速
こ
ん
な
私
か
代
り
の
方
達
を
引

率
し
て
い
っ
た
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
す
か

ら
自
分
の
立
場
の
重
大
さ
が
今
さ
ら
な
が
ら
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
友
の
会
の
こ
と
も
知
ら
ず
、
ま
し

て
本
部
が
ど
れ
程
の
活
動
を
さ
れ
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
、
紙
面
を
通
し
て
だ
け
だ
と
ま

る
で
実
感
が
伴
な
わ
ず
、
雲
の
ト
の
人
、
別
格

の
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
私
で
す
。

　

役
不
足
で
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
下
さ
っ

た
本
部
の
方
に
は
、
本
肖
に
巾
し
訳
な
い
思
い

て
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
に
、
半
］
に
わ
た
っ

て
お
聞
き
し
た
お
話
は
。
何
を
と
っ
て
み
ま
し

て
も
こ
の
私
に
は
新
鮮
で
、
強
烈
な
刺
激
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
と
に
政
治
的
な
面
で
の

活
動
の
こ
と
。
今
ま
で
本
部
の
方
々
に
任
せ
切

り
で
あ
っ
た
こ
と
の
申
し
訳
な
さ
。

　

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
と
る
べ
き
道
は
？

と
考
え
る
に
到
り
、
と
か
く
敬
遠
気
味
で
あ
っ

た
政
治
に
も
っ
と
も
っ
と
関
心
を
持
た
ね
ば
な

ら
な
い
、
勉
強
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
…
…
。

と
今
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
つ
つ
あ
る
「
私
の
友
の

会
活
動
の
抜
本
的
見
直
し
」
を
は
か
っ
て
も
ら

え
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
物
ご
と
を
二
面
的
に
見
ず
、
多
面

的
に
見
る
必
要
も
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
素
晴
ら
し
い
Ｉ
。

　

た
だ
そ
の
一
点
で
あ
っ
た
見
方
は
関
西
に
閉

じ
込
っ
て
い
る
人
間
の
見
方
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
り
、
一
層
の
発
展
を
願
う
な
ら
、
も
っ

と
も
っ
と
外
か
ら
冷
静
に
見
つ
め
る
必
要
性
か

お
る
、
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

発
病
し
て
、
今
日
ま
で
、
病
気
の
お
か
げ
だ

な
あ
、
心
か
ら
思
え
る
こ
と
は
、
数
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
健
康
で
あ
っ
た
ら
知

り
合
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
達

と
の
出
会
は
こ
の
私
に
と
っ
て
最
良
の
も
の
で

す
。
素
晴
ら
し
い
東
京
行
で
し
た
。

　

又
、
必
ず
や
、
お
邪
魔
し
た
い
、
お
逢
い
し

た
い
。
お
話
し
た
い
。
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
た
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い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
友
の
会
活
動
に
対
し
、
ぐ
っ
と

意
欲
的
に
な
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
様
の

お
か
け
で
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。春

を
前
に
し
て
思
う

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
長
前
川
康
子

　

七
十
数
年
ぶ
り
の
寒
さ
で
一
九
八
四
年
が
明

け
ま
し
た
が
、
寒
さ
は
気
候
だ
け
で
は
な
い
よ

う
で
す
。

　

増
税
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
を
は
じ
め
、
な

ん
で
も
軒
並
に
値
上
り
が
必
至
と
い
う
な
か
で

人
切
な
生
き
る
権
利
を
剥
奪
す
る
よ
う
な
福
祉

の
抑
制
と
、
医
療
制
度
の
改
悪
な
ど
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。
長
期
の
嬢
養
に
Ｉ
し
む
最
も
社
会

的
弱
者
の
層
に
属
し
て
い
る
私
た
ち
難
病
患
者

や
そ
の
家
族
の
心
の
巾
ま
で
冷
た
い
冷
た
い
風

が
吹
き
す
さ
び
だ
し
ま
し
た
。

　

む
づ
か
し
い
即
川
を
闘
か
さ
れ
て
も
、
窄
虚

な
そ
れ
こ
そ
つ
ぐ
な
い
の
説
明
と
し
か
受
け
取

れ
な
い
程
に
、
生
活
の
実
感
と
し
て
恐
怖
と
河

し
み
は
骨
身
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
様
な
状
態
を
耐
え
忍
ぶ
に
も
限
度

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

ず
い
分
今
ま
で
に
耐
え
て
き
た
の
で
す
も
の
、

忍
ぶ
だ
け
忍
ん
で
来
た
の
で
す
も
の
。
き
っ
と

皆
さ
ん
も
同
感
で
は
な
い
か
し
ら
。

　

私
は
こ
の
よ
う
に
極
限
に
達
し
た
私
達
の
怒

り
を
み
ん
な
が
声
を
揃
え
て
、
中
曽
根
さ
ん
に

ぶ
ち
ま
け
、
私
達
に
味
方
し
て
下
さ
る
議
員
さ

ん
や
、
私
達
と
同
じ
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る

働
く
人
々
に
訴
え
て
大
き
な
運
動
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
、
私
達
は
救
わ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
私
達
の
力
は
弱
い
で
す
よ
！
加
え
て

病
と
闘
っ
て
床
を
離
れ
る
こ
と
も
出
来
な
い
友

達
も
多
数
お
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
健
康
な
人

の
様
な
活
動
は
出
来
な
い
と
は
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

で
も
、
病
の
床
か
ら
で
も
叫
び
ま
し
ょ
う
よ
。

手
紙
を
潜
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
知
人
に
風
前

の
灯
の
よ
う
に
な
っ
て
き
た
今
の
難
病
医
療
の

実
態
を
訴
え
ま
し
ょ
う
よ
。
新
聞
に
も
投
稿
し

ま
し
ょ
う
よ
。
出
来
る
限
り
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ

て
皆
で
一
つ
一
つ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
。

　

か
な
ら
ず
応
え
て
下
さ
る
人
々
が
多
数
お
ら

れ
る
と
信
じ
ま
す
。
そ
れ
が
［
私
た
ち
の
明
］

へ
の
道
」
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
生
き
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

令
国
の
お
友
達
、
何
か
ひ
と
つ
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
、
目
を
覚
ま
し
て
Ｉ
・
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会
員
だ
よ
り

　

「
私
の

体
験
記
」

ヰ

ｙ.Ｍ’匹･ごー

膠
原
特
集
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
橋
市

　

伊
藤
テ
ィ

　

前
文
ご
免
下
さ
い
。

　
　

「
膠
原
特
集
３
号
」
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

お
蔭
様
で
班
知
よ
り
迎
解
へ
、
失
望
よ
り
勇

気
へ
と
導
い
て
戴
い
て
、
今
は
心
静
か
に
自
ｄ

の
病
気
に
対
処
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
迷
い
が
生
じ
た
時
は
座
右
の
友

と
し
て
は
げ
ま
し
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
不
断
の
努
力
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
身
体
は
充
分
気
を
つ
け
て
ド
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市

　

浅
野
栄
子

　

昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

膠
原
特
集
３
号
は
具
体
的
に
書
い
て
あ
り
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
共
、
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
康
を
お

祈
り
巾
し
ト
。
げ
ま
す
。

私
の
友
だ
ち
に
な
っ
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

福
島
県

　

安
部
久
美
子

　

拝
啓
、
毎
日
の
役
員
の
お
什
ｊ
ご
苫
労
様
で

す
。

　

東
京
も
今
朝
の
テ
レ
ビ
で
す
と
雪
が
降
っ
て

い
る
様
で
す
ネ
。

　

早
速
な
の
で
す
け
ど
、
岸
洋
子
さ
ん
の
「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
楽
譜
」
と
い
う
木
が
こ
ち
ら
で
は

Ｊ
、
つ
て
な
い
の
で
以
前
お
。
山
謡
し
た
際
、
宜
し

か
っ
た
ら
送
っ
て
ド
さ
る
と
の
お
話
で
し
た
の

で
お
手
数
か
け
ま
す
け
ど
、
一
附
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
…
…
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
「
Ｓ
Ｌ
Ｅ
」
で

。
几
十
託
年
八
‐
心
に
発
病
し
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

「
メ
ザ
ン
ギ
ウ
ム
増
殖
性
腎
炎
」
を
も
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
、
日
光
過
敏
も
手
伝
っ

て
か
紅
斑
も
残
る
始
末
で
す
。

　

前
に
関
西
方
面
の
男
の
方
で
や
は
り
そ
う
い

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。
お
伺
い
し
た
い

の
で
も
し
よ
か
っ
た
ら
私
を
機
関
紙
に
紹
介
し

て
頂
け
ま
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

同
年
代
で
同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
お
話
出
来

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

（
住
所
）

赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
だ
方

　
　
　

私
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
／
。

　
　
　
　
　
　

千
葉
県

　

佐
久
間
洋
子

　

拝
啓

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
、
去
年
、
子
供
が
出
来
て
大
変
喜
ん
だ

の
で
す
が
、
私
の
先
生
は
頭
ご
な
し
に
、
母
体

が
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
と
言
う
の
で
、
私
は

泣
く
泣
く
了
供
を
入
院
し
て
お
ろ
し
ま
し
た
。
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そ
の
後
は
幸
い
に
病
気
の
方
は
悪
化
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
中
で
は
今
で
も
、
子
供

が
い
た
ら
今
頃
は
こ
の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る

は
ず
と
泣
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｅ
で
出
産
さ
れ
た
経
過
の
あ
る
方
、
私
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
生
方
に
も
お
願
い
し
ま
す
。

私
を
見
て
下
さ
る
先
生
、
出
産
で
き
る
よ
う
に

し
て
下
さ
る
先
生
を
ご
紹
介
し
て
ｍ
た
い
と
願
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

（
住
所
）

尽
二
九
〇
千
葉
県
市
原
市
五
井
四
八
二
五

岩
手
県
に
も
支
部
が

　
　
　
　

あ
っ
た
ら
と
思
う

　
　
　
　
　
　

岩
手
県

　

佐
々
木
干
喜
子

　

き
び
し
い
寒
さ
が
続
く
こ
の
ご
ろ
で
す
。
早

く
春
の
声
が
聞
き
た
い
も
の
で
す
。

　

体
調
を
く
ず
し
た
く
な
い
も
の
と
、
毎
日
が

体
の
管
理
に
あ
け
く
れ
て
い
る
有
様
で
す
。
外

の
用
事
が
出
来
て
も
っ
い
に
、
足
踏
み
し
て
し

ま
い
ま
す
。
楽
し
み
が
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い
残

念
で
す
。

　

今
年
で
三
年
目
、
す
っ
か
り
病
気
と
仲
良
く

な
っ
て
い
る
つ
も
り
が
、
つ
い
腹
を
た
て
て
見

た
り
、
健
康
な
人
達
を
見
て
は
、
う
ら
や
ま
し

く
な
っ
た
り
、
た
だ
た
だ
修
業
か
た
り
な
い
と

思
い
ま
す
。
果
し
て
病
気
に
勝
て
る
の
か
と
、

不
安
に
な
り
ま
す
。
「
ネ
ア
カ
」
に
な
ろ
う
と
努

め
て
い
る
の
で
す
が
・
…

　

長
い
年
月
を
の
り
越
え
て
き
た
皆
さ
ん
の
体

験
を
聞
い
た
り
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
の
町
に
も
症
状
は
ち
か
う
の
で
す
が
五
？

六
人
位
い
る
よ
う
で
す
。
岩
手
の
方
に
も
支
部

で
も
出
来
た
ら
お
互
に
な
ぐ
さ
め
あ
え
る
の
で

は
と
・
思
っ
て
お
り
ま
す
。
岩
手
医
大
の
先
生
が

今
年
膠
原
病
の
病
院
を
開
業
す
る
そ
う
で
す
。

多
分
多
く
の
人
達
と
逢
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
国
会
を
見
て
い
る
と
だ
い
ぶ
行
革
行
革

と
云
っ
て
厚
生
省
や
、
福
祉
関
係
の
予
算
が
気

に
か
か
り
ま
す
。

　

私
た
ち
難
病
者
の
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度

も
こ
れ
か
ら
は
あ
ぶ
な
く
な
っ
て
来
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す
。

　

働
い
て
お
金
を
と
る
事
の
出
来
な
い
私
た
ち

は
、
せ
め
て
、
高
い
医
療
費
だ
け
で
も
国
に
負

担
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
大
変
で
す
も
の
ネ
？
・

役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
医
療
費
だ
け

は
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
の
方
も
だ
い
ぶ
雪
が
降
っ
た
様
子
で
す

が
お
身
休
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ま
す

よ
う
に
！
・

　

今
後
と
も
、
私
た
ち
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
頑

帳
っ
て
ド
さ
い
。

　

（
住
所
）

長
野
で
回
覧
ノ
ー
ト

　
　
　
　

２
年
目
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　

駒
ヶ
根
市

　

高
坂
手
並

　

十
月
に
入
り
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
っ
て
家
で
は

こ
た
つ
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
寒
く
て
苦
し
い
冬
が
や
っ
て

来
る
か
と
思
う
と
、
頭
を
か
き
兄
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
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事
務
局
の
方
々
は
お
元
気
で
し
ょ
う
か
７
・
私

は
こ
の
ご
ろ
体
調
も
よ
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
ま
た

洋
裁
に
と
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
今
と
っ
て
も
困
っ
て
い

る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
内
で
呼
び
か
け
回
覧
ノ
ー
ト
な
る
物

が
出
来
て
も
う
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

良
く
、
こ
こ
ま
で
続
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

二
年
に
も
な
り
ま
す
と
、
マ
ン
ネ
リ
化
と
い
う

事
か
お
り
、
一
度
集
ま
っ
た
ら
ど
う
か
と
云
う

意
見
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

私
も
前
か
ら
】
度
は
皆
で
話
し
合
う
事
は
大

切
だ
と
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
何
と
い
っ

て
も
長
野
県
は
広
い
の
で
、
一
同
に
集
合
す
る

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
多
く
、
病
気
の
身

の
上
で
ど
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
れ
る
か
と
な
る

と
不
安
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
か
口
火
を
切
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
雅
な
の
で
し
ょ
う
が
、
昼
は
洋
裁
を
や
り
夕

方
ア
ル
バ
イ
ト
、
土
曜
］
曜
も
用
事
の
な
い
か

ぎ
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
二
年
前

の
病
気
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
た
自

分
が
、
う
そ
の
上
う
な
生
居
（
病
気
と
な
れ
た
）

を
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
呼
び
か
け
て
を
す
る
勇
気
も
わ
か

ず
困
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
数
人
で
も
集
ま
れ

た
と
し
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
事
を
話
せ
ば
良

い
の
か
？
だ
よ
り
な
い
自
分
を
な
さ
け
な
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

も
し
良
い
例
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
助
言
お

願
い
し
ま
す
。

（
住
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

垣
外

（
編
集
部
よ
り
）

　

長
野
駅
前
あ
た
り
で
会
場
を
さ
が
し
て
頂
け

れ
ば
、
こ
の
膠
原
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

日
程
と
会
場
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
先
生
の
ご

依
頼
等
は
本
部
で
お
手
伝
い
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
も
参
加
し
て
、
皆
さ
ま
と

休
験
な
ど
お
話
し
出
来
た
ら
う
れ
し
い
の
で
す

が
…
…
。

宮
城
県
支
部

支
部
長

　

中
野
幸
子

ま
す
ま
す
寒
さ
が
身
に
し
み
る
今
‐
こ
の
頃

大
雪
に
も
負
け
な
い
で
頑
張
っ
て
い
る
事
で
し
よ

　

皆
様
と
お
友
達
に
な
っ
て
早
六
ヶ
月
に
な
り

ま
し
た
。
膠
原
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

高
め
、
明
る
い
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
る
者
が

友
達
に
な
ろ
う
と
結
成
し
ま
し
た
。

　

私
も
病
気
に
な
っ
て
か
ら
早
二
十
】
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
も
四
十
二
才
に
な
っ

て
い
る
。
皆
大
変
な
病
気
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
、
だ
が
負
け
な
い
で
頑
張
っ
て

い
る
今
日
で
す
。

　

（
膠
原
み
や
ぎ
（
仮
名
）
ｈ
ｌ
よ
り
転
載
し
ま

し
た
。
編
集
者
は
占
岡
律
子
さ
ん
で
す
。
）

埼
玉
県
支
部

○
「
障
害
・
難
病
相
談
ハ
ン
ド
ブ
。
ク
」
の
紹

　

介

　

問
答
形
式
に
よ
る
も
の
で
埼
玉
県
に
お
け
る

　

福
祉
制
度
や
堰
病
に
つ
い
て
の
指
導
書
で
す
。

　
　
　
　

一
部

　

八
〇
〇
円
（
送
料
七
〇
円
）

○
申
込
先
－
－
友
の
会
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

○
「
埼
玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議
会
」
編
集
に

　

よ
る
も
の
で
森
田
が
理
事
と
し
て
参
加
協
力

　

し
て
い
る
。
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東
京
支
部
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

東
京
支
部
で
は
来
る
五
月
三
日
（
祭
）
午
前

中
に
支
部
総
会
を
、
午
後
は
東
難
連
Ｉ
催
、
東

京
支
部
協
力
に
よ
る
膠
原
病
の
講
演
と
医
療
相

談
会
を
友
記
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す
。

　

作
凋
を
整
え
て
、
近
県
の
方
々
も
ご
遠
慮
な

く
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時

　

昭
和
八
．
十
九
年
五
月
三
日
（
祭
）

　
　
　

午
前
十
一
時
？
午
後
五
時

会
場
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

　
　
　
　

港
区
芝
五
－
一
八
－
ニ

　
　
　
　

電
話

　

四
丘
五
―
エ
八
三
二
Ｉ

総
会

　

午
前
十
一
時
？
止
午
迄

友
の
会
顧
問
の
先
生
方
に
よ
る

講
演
会
及
び
医
療
相
談
会

　
　
　
　

午
後
一
時
？
午
後
五
時

問
い
合
せ
先

東
京
支
部
長
河
村
真
・
澄

本
部
事
務
局
寺
山
ゑ
み

電
話
（
竺
七
）
五
九
六
八

電
話
（
七
言
）
六
只
三

　

今
年
は
一
段
と
お
寒
い
冬
で
し
た
が
、
皆
様

に
は
い
か
が
お
過
し
で
し
た
か
？

　

特
に
雪
深

い
地
方
の
方
々
に
は
、
毎
日
を
ど
ん
な
に
し
て

お
く
ら
し
か
と
心
配
し
て
居
り
ま
し
た
。

　

此
の
膠
原
が
お
手
元
に
右
く
頃
に
は
。
春
爛

漫
の
頃
で
、
我
々
患
者
に
と
り
ま
し
て
は
一
番

う
れ
し
い
季
節
が
訪
れ
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
。

が
、
で
も
福
祉
の
風
は
冷
く
吹
き
荒
れ
て
、
う

ら
ら
か
な
呑
を
喜
ん
で
い
ら
れ
な
い
淋
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

「
膠
原
特
集
３
号
」
に
つ
い
て

事
務
局
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
整
理
か
ら
始
っ

て
原
稿
集
め
、
割
付
や
、
校
止
に
と
忙
し
い

日
々
を
過
し
、
や
っ
と
出
来
ヒ
つ
て
皆
様
に

発
送
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

沢
山
の
方
々
の
ご
協
力
、
木
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

会
員
さ
ん
お
一
人
に
一
冊
は
無
料
で
配
布
致

し
ま
す
の
で
、
お
そ
ば
に
置
い
て
療
養
生
活

を
送
る
上
の
励
み
と
も
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

又
余
分
に
ご
入
川
の
方
は
一
冊
千
円
で
お
分

け
し
ま
す
の
で
巾
し
出
下
さ
い
。

本
の
内
容
に
就
き
ま
し
て
次
の
ヶ
所
が
ち
か
っ

て
居
り
ま
し
た
の
で
お
わ
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

一
六
頁
友
の
会
の
あ
ゆ
み
の
巾
で
五
二
年
京
都

支
部
結
成
総
会
が
開
催
さ
れ
る
（
支
部
長

本
田
智
園
）
と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
（
支
部

長
長
尾
弥
生
）
と
訂
正
致
し
ま
す
。

二
三
頁
本
部
支
部
事
務
局
所
在
地
の
所
で
宮
城

県
支
部
事
務
局
は
次
の
様
に
訂
正
致
し
ま
す
。

中
野
幸
子

（
以
上
）

　

近
頃
分
室
で
は
原
簿
等
の
整
理
に
追
わ
れ
て

居
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
種
類
の
仕
事
が
有
り

ま
す
の
で
、
体
調
の
良
い
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を

か
ね
て
、
楽
し
く
～
日
を
過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

火
曜
］
と
金
曜
日
に
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

電
話
は
、
○
三
―
四
一
八
－
五
七
三
一
で
す
。
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「
あ
る
日
の
出
来
ご
と
」

　

皆
さ
ん
、
馴
れ
と
言
う
こ
と
は
お
そ
ろ
し
い

ゆ
だ
ん
が
伴
な
い
ま
す
ね
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
昼
食
を
す
ま
せ
た
私
は
、

い
つ
も
の
様
に
食
後
の
く
す
り
を
の
み
ま
し
た
。

も
う
十
二
年
間
も
同
じ
動
作
で
、
朝
昼
夕
夜
寝

る
前
と
一
日
四
回
血
圧
降
下
剤
を
の
む
の
が
日

課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

其
の
時
も
、
ご
く
っ
！
と
一
息
に
水
と
飲
み

込
ん
だ
の
は
い
い
の
で
す
が
、
直
後
、
の
ど
に

何
物
か
が
ひ
っ
か
か
っ
て
痛
い
Ｉ
・
確
か
に
割
合

上
の
方
に
異
物
が
有
る
。
つ
ば
を
の
め
ば
、
其

の
物
も
上
下
す
る
が
、
人
っ
て
は
い
か
な
い
。

　

痛
い
、
痛
い
、
大
口
を
開
け
て
鏡
を
見
て
も

自
分
で
は
見
え
な
い
。
困
っ
た
…
…
幸
い
に
此

の
時
丁
度
娘
が
来
た
の
で
懐
中
電
燈
で
口
の
中

を
照
し
て
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
や
っ
と
引

張
り
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
さ
て
此
の
痛
い
物
は
何

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
錠
剤
を
セ
。
ト
し
て
有
る

ア
ル
ミ
の
台
で
し
た
。
く
す
り
を
取
り
出
す
時

に
Ｌ
度
丸
く
一
緒
に
取
れ
て
薬
の
裏
側
に
ぺ
っ

た
り
と
ひ
そ
ん
で
い
た
の
で
し
た
。

　

無
意
識
に
手
の
ひ
ら
に
の
せ
て
飲
み
込
ん
で

了
っ
た
の
で
す
。
の
と
に
縦
に
ひ
っ
か
か
っ
て

上
に
も
出
ず
、
下
に
も
動
か
ず
、
薄
い
ア
ル
ミ

箔
！
痛
た
た
た
・
：

　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
、
何
事
に
も
細
心
の
注

意
を
！
お
粗
末
さ
ま
。

　
　

「
雪
」

　

今
年
は
東
京
も
雪
に
悩
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生

省
に
陳
情
に
行
っ
た
時
も
大
雪
だ
っ
た
。
私
は

お
腹
に
そ
く
せ
き
懐
ろ
を
し
ぼ
り
付
け
て
行
っ

た
の
は
い
い
が
、
皮
膚
が
や
け
ど
し
そ
う
で
現

代
化
学
の
発
達
に
み
ょ
う
に
感
激
し
た
も
の
で

し
た
。

　

次
の
大
雪
の
日
は
丁
度
病
院
の
予
約
日
に
当

り
ま
し
た
。
帰
り
道
に
、
タ
ク
シ
ー
は
全
然
い

な
い
し
、
バ
ス
も
来
な
い
。
バ
ス
停
で
何
時
間

も
待
つ
間
、
病
人
の
私
か
何
で
今
頃
此
の
大
雪

の
中
に
立
ち
つ
く
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
？
と
雪
に
な
れ
な
い
東
京
の
交
通
を
う
ら

ん
だ
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
雪
国
の
会
員
さ
ん

は
ど
う
や
っ
て
病
院
に
通
院
な
さ
る
の
か
な
あ

と
ご
苦
労
を
思
い
ま
し
た
。
（
寺
山
記
）

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
二
回
・
月
曜
・
金
曜
発
行
）

昭
和
五
十
九
年
四
月
十
三
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ

　

通
刊
九
一
二
六
号

○
東
京
で
も
二
十
七
回
と
い
う
雪
の
降
る
三
月

　

で
す
。

○
五
十
九
年
度
の
厳
し
い
国
家
予
算
の
中
で
国

　

会
お
よ
び
厚
生
省
へ
と
足
を
は
こ
び
な
が
ら

　

大
島
先
生
・
塩
川
先
生
そ
の
他
諸
先
生
の
ご

　

指
導
ご
協
力
の
基
に
各
支
部
と
も
連
絡
し
合

　

う
中
で
「
Ｓ
Ｌ
Ｅ
」
を
難
病
か
ら
は
ず
す
話

　

も
大
蔵
省
か
ら
あ
っ
た
と
か
耳
に
し
て
の
三

　

ヶ
月
間
の
活
動
は
と
て
も
苦
し
く
つ
ら
い
も

　

の
で
し
た
。

○
膠
原
島
5
8
よ
り
丘
ケ
月
を
経
過
し
て
遅
く
な

　

り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
活
動
多
忙
の
由
に
て

　

お
許
し
下
さ
い
。

○
「
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
は
お
休
み
で
す
。

Ｏ
み
な
さ
ん
の
「
体
験
」
や
ご
意
見
・
ご
感
想

　

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

○
お
寄
せ
頂
き
。
ま
し
た
原
稿
は
編
集
の
都
合
上

　

一
部
割
愛
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

　

い
致
し
ま
す
。

　
　

編
集
委
員

　

森
田
か
よ
子
（
責
任
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
山

　

ゑ
み

発
行
人

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　
　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
八
－
二
十
一
上
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
価

　

二
〇
〇
円

18－
-


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18

